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当年度
Ⅰ 資産の部

1 流動資産
現金預金 5,750,779
未収入金 668,720
貯蔵品 1,253,975
前払費用 7,759,498
預け金 20,000,000
その他流動資産 463,930

　　　流動資産合計 35,896,902
2 固定資産

(1) 基本財産
土地 85,320,120
建物 188,871,473
建物減価償却累計額 -151,225,292
減価償却引当資産 151,225,292
投資有価証券 100,000,000
定期預金 1,908,527

　　　基本財産合計 376,100,120
(2) 特定資産

事業推進基金 621,981,849
選手権大会各種基金 375,992,568
選抜大会各種基金 174,316,219
佐伯記念国際交流基金 78,370,197
減価償却引当資産 222,036,928
退職給付引当資産 37,960,000

　　　特定資産合計 1,510,657,761
(3) その他の固定資産

建物付属設備 222,425,170
建物付属設備減価償却累計額 -198,037,414
構築物 15,537,052
構築物減価償却累計額 -14,835,868
車両運搬具 10,000
什器備品 10,757,275
什器備品減価償却累計額 -9,163,646
電話加入権 80,000

　　　その他の固定資産合計 26,772,569
　　　固 定 資 産 合 計 1,913,530,450
　　　資　 産　 合　 計 1,949,427,352

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

未払費用 1,507,203
未払消費税 2,047,900
賞与引当金 3,703,400
その他流動負債 1,538,776

　　　流動負債合計 8,797,279
2 固定負債

退職給付引当金 37,960,000
　　　固定負債合計 37,960,000
　　　負　債　合　計 46,757,279

Ⅲ 正味財産の部

一般正味財産 1,902,670,073

（うち基本財産への充当額） （ 376,100,120 )

（うち特定資産への充当額） （ 1,472,697,761 )

　　　正味財産合計 1,902,670,073

　　　負債及び正味財産合計 1,949,427,352

貸　　借　　対　　照　　表
平成20年 ３月31日現在

科　　　目
（ 単位 ： 円 ）
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（単位 ： 円）
当年度

Ⅰ
1

(1) 経常収益
① 基本財産運用益 2,193,319
② 特定資産運用益 14,834,114
③ 受取会費 23,275,000
④ 事業収益 694,850,765

選手権大会収益 （ 437,586,000 ）
選抜大会収益 （ 226,869,527 ）
配布品収益 （ 30,395,238 ）

⑤ 受取助成金 7,301,048
⑥ 受取寄付金 3,700,000
⑦ 雑収益 370,700
⑧ 引当金取崩額 3,824,360

経常収益計 750,349,306
(2)

① 事業費
選手権大会費 330,617,453
選抜大会費 182,126,853
選手権大会記念事業費 3,101,232
選手権大会海外交流費 31,966,425
軟式選手権大会費 13,904,766
佐伯記念国際交流費 2,708,216
国体費 1,252,995
講習会費 4,217,632
表彰費 2,543,411
配布品製作費 26,544,648
都道府県連盟助成金 1,276,106
調査費 3,148,616
中学・少年野球育成費 2,158,116
支払助成金 6,100,000
人件費 63,403,048
旅費交通費 15,893,054
通信運搬費 2,800,647
支払負担金 9,400,000
その他事業費 8,530,038

事業費計 711,693,256
② 管理費

人件費 18,742,110
減価償却費 6,330,058
会館維持費 13,093,656
その他管理費 11,224,957

管理費計 49,390,781
経常費用計 761,084,037

当期経常増減額 △ 10,734,731
2 経常外増減の部

(1) 経常外収益 0
(2) 経常外費用 0

当期経常外増減額 0

当期一般正味財産増減額 △ 10,734,731

一般正味財産期首残高 1,913,404,804

一般正味財産期末残高 1,902,670,073

Ⅱ 正味財産期末残高 1,902,670,073

経常費用

経常増減の部
一般正味財産増減の部

正 味 財 産 増 減 計 算 書
自　 平成19年 ４月 １日
至　 平成20年 ３月31日

科　　　　　　　　目
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（単位 ： 円）

Ⅰ 資産の部
1. 流動資産

現金預金 5,750,779
現　金 750,341
普通預金 5,000,438

未収入金 668,720
貯蔵品 1,253,975
前払費用 7,759,498
預け金 20,000,000
その他流動資産 463,930

流動資産合計 35,896,902
2. 固定資産

(1) 基本財産
土　地 85,320,120
建　物 37,646,181
減価償却引当資産 151,225,292

有価証券 112,697,147
定期預金 38,528,145

投資有価証券 100,000,000
定期預金 1,908,527

基本財産合計 376,100,120
(2) 特定資産

事業推進基金 621,981,849
有価証券 412,246,285
信託預金 2,400,000
定期預金 185,506,821
普通預金 21,828,743

選手権大会各種基金 375,992,568
定期預金 373,247,102
普通預金    2,745,466

選抜大会各種基金 174,316,219
定期預金 173,650,872
普通預金   665,347

佐伯記念国際交流基金 78,370,197
定期預金 78,045,000
普通預金   325,197

減価償却引当資産 222,036,928
有価証券 211,246,519
定期預金 10,790,409

退職給付引当資産 37,960,000
定期預金 37,960,000

特定資産合計 1,510,657,761
(３) その他の固定資産

建物付属設備 24,387,756
構築物 701,184
車両運搬具 10,000
什器備品 1,593,629
電話加入権 80,000

その他固定資産合計 26,772,569
固定資産合計 1,913,530,450
資産合計 1,949,427,352

Ⅱ 負債の部
1. 流動負債

未払費用　 1,507,203
未払消費税 2,047,900
賞与引当金 3,703,400
その他流動負債 1,538,776

流動負債合計 8,797,279
2. 固定負債

退職給付引当金 37,960,000
固定負債合計 37,960,000
負債合計 46,757,279
正味財産 1,902,670,073

財 　　産 　　目 　　録
平成20年 ３月３１日現在

科　　　　　　目 金　　　　　　額

- 3 -



1. 重要な会計方針

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

有価証券は、満期保有を目的とする。評価方法は、償却原価法を採用している。

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品については、最終仕入原価法による。

(3) 有形固定資産の減価償却の方法

定額法により行っている。

ただし、平成19年３月31日以前に取得したもの（建物除く）については、改正前の法人税法に基づく旧定率法に

より行なっている。

（会計方針の変更）

有形固定資産の減価償却の方法については、従来、定率法（平成10年４月１日以降取得した建物除く）で

処理していましたが、当会計年度より平成19年４月１日以降に取得したものについては改正法人税法（（所得

税法等の一部を改正する法律　平成19年３月30日　法律第６号）及び（法人税法施行令の一部を改正する

政令　平成19年３月30日　政令第83号））に規定する定額法に変更しております。

この変更は、当会計年度に改めて保有する固定資産の使用状況を精査した結果、その使用状況は長期的

かつ安定的であり、又、経済的陳腐化のリスクもないことから、使用可能期間にわたり取得原価を均等に期間

配分する定額法の方が、より事業実態を反映すると考えられるために行なったものであります。

なお、この変更により、正味財産増減計算書に与える影響はありません。

（追加情報）

当会計年度から、平成19年３月31日以前に取得した有形固定資産については、償却可能限度額まで償却

が終了した翌年度から５年間で均等償却する方法によっております。当該変更に伴う正味財産増減計算書に

与える影響は、軽微であります。

(4) 引当金の計上基準

退職給付引当金

職員の退職給付に備えるため、期末における退職金の連盟都合要支給額の100％を計上している。

賞与引当金

職員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当会計年度負担額を計上している。

(5) リース取引の処理方法

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

(6) 消費税等の会計処理

消費税の会計処理は、税抜方式によっている。

財務諸表に対する注記
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2. 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

 基本財産

土地 85,320,120 0 0 85,320,120

建物 188,871,473 0 0 188,871,473

建物減価償却累計額 -149,570,472 0 1,654,820 -151,225,292

減価償却引当資産 149,570,472 1,654,820 0 151,225,292

投資有価証券 99,997,333 2,667 0 100,000,000

定期預金 1,911,194 0 2,667 1,908,527

小　　　計　　　 376,100,120 1,657,487 1,657,487 376,100,120

 特定資産

事業推進基金 660,097,892 28,883,957 67,000,000 621,981,849

選手権大会各種基金 361,091,678 49,968,547 35,067,657 375,992,568

選抜大会各種基金 140,872,851 33,443,368 0 174,316,219

佐伯記念国際交流基金 80,710,404 368,009 2,708,216 78,370,197

減価償却引当資産 217,361,690 4,876,909 201,671 222,036,928

退職給付引当資産 27,417,000 10,543,000 0 37,960,000

小　　　計　　　 1,487,551,515 128,083,790 104,977,544 1,510,657,761

合　　　計　　　 1,863,651,635 129,741,277 106,635,031 1,886,757,881

3. 基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

当期末残高
(うち指定正味財
産からの充当額)

(うち一般正味財
産からの充当額)

(うち負債に
   対応する額)

 基本財産

土地 85,320,120 ―― 85,320,120 ――

建物 188,871,473 ―― 188,871,473 ――

建物減価償却累計額 -151,225,292 ―― -151,225,292 ――

減価償却引当資産 151,225,292 ―― 151,225,292 ――

投資有価証券 100,000,000 ―― 100,000,000 ――

定期預金 1,908,527 ―― 1,908,527 ――

小　　　計　　　 376,100,120 ―― 376,100,120 ――

 特定資産

事業推進基金 621,981,849 ―― 621,981,849 ――

選手権大会各種基金 375,992,568 ―― 375,992,568 ――

選抜大会各種基金 174,316,219 ―― 174,316,219 ――

佐伯記念国際交流基金 78,370,197 ―― 78,370,197 ――

減価償却引当資産 222,036,928 ―― 222,036,928 ――

退職給付引当資産 37,960,000 ―― 37,960,000 37,960,000

小　　　計　　　 1,510,657,761 ―― 1,510,657,761 37,960,000

合　　　計　　　 1,886,757,881 ―― 1,886,757,881 37,960,000

4. 担保に供している資産

該当なし

5. 保証債務等の偶発債務

該当なし

科　　　目

科　　　目
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6. 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

帳簿残高 時　　価 評価損益

国 　　　債 29,999,700 30,054,000 54,300

地　方　債 279,187,522 280,417,600 1,230,078

社　債　等 527,002,729 522,645,770 -4,356,959

合　　　計　　　 836,189,951 833,117,370 -3,072,581

7. 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の記載区分

助成金

軟式選手権大会助成金  全日本軟式野球連盟 0 1,000,000 1,000,000 0 ――

国体費助成金 日本体育協会 0 586,762 586,762 0 ――

その他助成金 朝日放送 0 2,857,143 2,857,143 0 ――

その他助成金 毎日放送 0 2,857,143 2,857,143 0 ――

合　　　計　　　 0 7,301,048 7,301,048 0

8. 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

該当なし

9. 関連当事者との取引の内容

該当なし

10.重要な後発事象

該当なし

11.その他公益法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産増減の状況を明らかにするために必要な事項

（表示方法の変更）

従来、前払費用に計上しておりました、雨天入場券払戻準備金に関しては、当期から預け金に計上しております。

補助金等の名称

科　　　目
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（ 単位 ： 円 ）

決　算　額

Ⅰ 事業活動収支の部

1 事業活動収入の部

① 基本財産運用収入 〔 2,028,047 〕

② 特定資産運用収入 〔 14,537,585 〕

③ 会 費 収 入 〔 23,275,000 〕

④ 事 業 収 入 〔 694,850,765 〕

選手権大会収入 437,586,000

選抜大会収入 226,869,527

配布品収入 30,395,238

⑤ 助成金収入 〔 7,301,048 〕

⑥ 寄付金収入 〔 3,700,000 〕

⑦ 雑  収  入 〔 370,700 〕

　　事業活動収入　 計 746,063,145

2 事業活動支出の部

① 事業費支出 〔 699,598,891 〕

選手権大会費 330,617,453

選抜大会費 182,126,853

選手権大会記念事業費 3,101,232

選手権大会海外交流費 31,966,425

選抜大会記念事業費 0

選抜大会海外交流費 0

軟式選手権大会費 13,904,766

佐伯記念国際交流費 2,708,216

国体費 1,252,995

講習会費 4,217,632

表彰費 2,411,971

配布品製作費 26,437,583

都道府県連盟助成金 1,276,106

調査費 3,141,116

中学・少年野球育成費 2,158,116

助成金 6,100,000

人件費 51,642,673

旅費交通費 15,893,054

通信運搬費 2,800,647

負担金 9,400,000

その他事業費 8,442,053

② 管理費支出 〔 40,546,593 〕

人件費 16,256,085

会館維持費 13,093,656

その他管理費 11,196,852

　　事業活動支出　 計 740,145,484

　　事業活動収支差額 5,917,661

収　　支　　計　　算　　書
自　 平成19年 ４月 １日
至　 平成20年 ３月31日

科　　　目
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決　算　額科　　　目

Ⅱ 投資活動収支の部

1 投資活動収入の部

① 基本財産取崩収入 〔 2,667 〕

定期預金 2,667

② 特定資産取崩収入 〔 104,775,873 〕

事業推進基金 67,000,000

選手権大会各種基金 35,067,657

選抜大会各種基金 0

佐伯記念国際交流基金 2,708,216

　　投資活動収入　 計 104,778,540

2 投資活動支出の部

① 基本財産繰入支出 〔 1,492,215 〕

投資有価証券 2,667

減価償却引当資産 1,489,548

② 特定資産繰入支出 〔 127,585,590 〕

事業推進基金 28,385,757

選手権大会各種基金 49,968,547

選抜大会各種基金 33,443,368

佐伯記念国際交流基金 368,009

減価償却引当資産 4,876,909

退職給付引当資産 10,543,000

　　投資活動支出　 計 129,077,805

　　投資活動収支差額 △ 24,299,265

Ⅲ 予備費支出 0

　　当 期 収 支  差 額 △ 18,381,604

　　前期繰越収支差額 47,930,652

　　次期繰越収支差額 29,549,048

－ 8 －



1. 資金の範囲

資金の範囲は、現金預金、未収入金、立替金、仮払金、前払費用、預け金、未払費用、

未払消費税、仮受金 及び 預り金を含めている。

なお、前期末及び当期末残高は下記２に記載するとおりである。

2. 次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

科　　目 前期末残高  当期末残高

 現金預金 23,786,661        5,750,779          

 未収入金 145,700            668,720            

 前払費用 29,630,122        7,759,498          

 預け金 -                      20,000,000        

 その他流動資産 932,290            463,930            

合　　計 54,494,773        34,642,927        

 未払費用 1,177,398          1,507,203          

 未払消費税 3,774,400          2,047,900          

 その他流動負債 1,612,323          1,538,776          

合　　計 6,564,121          5,093,879          

次期繰越収支差額 47,930,652        29,549,048        

収支計算書に対する注記
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〔 参　考 〕

〔収入の部〕 234,634,194         

入場料収入 226,869,527         

物品販売等収入 7,764,667            

〔支出の部〕 214,190,826         

大会準備費 22,835,525           

出場選手費 55,276,476           

大会役員関係費 15,628,089           

大会費 73,618,413           

事務局費 14,768,350           

物品販売等制作費 7,063,973            

本部運営費 25,000,000           

〔差引剰余金〕 20,443,368           

〔剰余金処分〕

全日本少年野球振興会助成金 　※ 1,000,000            

日本学生野球協会助成金 1,000,000            

全国高等学校軟式野球選手権大会助成金 5,000,000            

大会準備金 13,443,368           

〔収入の部〕 437,586,000         

入場料収入 437,586,000         

〔支出の部〕 360,617,453         

大会準備費 17,154,660           

出場選手費 118,496,762         

大会役員関係費 21,579,095           

大会費 119,653,667         

大会史製作費 1,743,481            

地方大会費 51,989,788           

本部運営費 30,000,000           

〔差引剰余金〕 76,968,547           

〔剰余金処分〕

全日本少年野球振興会助成金 　※ 1,000,000            

日本学生野球協会助成金 1,000,000            

全国高等学校軟式野球選手権大会助成金 5,000,000            

日本高等学校野球連盟事業推進基金 20,000,000           

大会準備金 3,000,000            

海外交流費 25,000,000           

記念事業関係費 21,968,547           

※ 財団法人　全日本軟式野球連盟所管団体

第79回選抜高等学校野球大会収支決算

（開催期間　平成19年3月23日～4月3日）

第89回全国高等学校野球選手権大会収支決算

（開催期間　平成19年8月8日～22日）
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